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研究成果の概要 

（1）ヘビ細胞の培養系・遺伝子操作法の最適化と、iPS細胞樹立の試み 

 前年度に続きヘビ胚性線維芽細胞（コーンスネーク）に対する初代培養条件および遺伝子操作方法の

最適化を行った。培養条件に関しては、様々な培地成分、培養温度をテストした結果、15%FBS/TeSR-E6、

28℃が良好な培養条件であることを突き止めた。また、遺伝子導入についてはエレクトロポレーション

やステルス型 RNAベクターが有効であることを見出した。さらに、これらの培養・遺伝子操作法はコー

ンスネーク成体線維芽細胞や、シマヘビ胚性・成体線維芽細胞に対しても効果的であることを明らかに

した。この研究成果は、原著論文として取りまとめ、プレプリントサーバー上にて公開している

（Kuriyama et al., bioRxiv, 2025）。 

 次に、最適化された培養法を用いて増幅した線維芽細胞を用いて、世界初となるヘビ iPS 細胞の樹立

に取り掛かった。これまでに、山中因子の強制発現により、Pou5f1 や Nanog など内在性の多能性関連

遺伝子の発現が上昇することがわかった。 

（2）四肢前駆細胞（LPC）レポーターニワトリ系統の樹立 

 本創発研究では、ヘビの LPC様細胞（LPCLC）に加え、ニワトリ四肢前駆細胞様細胞を、ダイレクト

リプログラミングを用いて線維芽細胞から作製することも目指している。この実験には LP 細胞レポー

ターニワトリ系統が必要であるため、その作出に 2022年度から取り組んでいた。詳細は割愛するが、

始原生殖細胞をレポーターコンストラクトのベクターとして活用することにより、ニワトリ胚肢芽で

特異的に緑色蛍光タンパクを発現する系統の樹立に成功し、昨年度、原著論文として発表した（Atsuta 

et al., Dev. Biol., 2025）。今後、この系統由来の細胞を LPCLCへとリプログラミングする予定である。 
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